
                          

     

 
｢旅行友の会｣会報 

 
発行/（株）センターツーリスト 

      旅行友の会 

２００９年１０月１日発行 

友の会主催 

４日間の忘年ツアーに 

あなたもどうぞ 

  

蘇州 無錫 

○出発日 

  第１班 ２００９年１２月７日（月） 

  第２班 ２００９年１２月８日（火） 

 

○行き先 中国 無錫・蘇州・同里 

○旅行代金 ６９８００円 

目次 行程 

１日目 

 

関西空港（午後）―（航空機）－（夕刻）上海着後、専

用バスにて無錫へ               無錫（泊） 

２日目 無錫観光 
 南禅寺・清明橋・大公橋・刺繍博物館・古窯博物館 
 太湖遊覧（中国五大湖の一つ） 
同里へ移動、市内観光 
 （世界遺産）退思園・同里三橋 
観光化されていない古い街並の明清街 
観光後、蘇州へ移動            蘇州(泊) 

３日目 蘇州観光 

平江客桟･中国戯曲博物館･昆劇博物館 

小船にて小運河の遊覧 

(世界遺産)耦園へ、石畳の道を歩きます 

虎丘(中国版ﾋﾟｻの斜塔)          蘇州(泊) 

４日目 蘇州観光 
寒山寺(塔の詩人帳継と除夜の鐘で有名) 
観光後、上海へ移動 
上海(夕刻)--(航空機)--（夜)関西空港 

無錫 

♪♪君の知らない異国の町で・・ 

大湖のほとり無錫の街へ 

 無錫は中国で有名な魚と米の故郷とい

われています。景色はきれいで中国の優秀

な観光都市のひとつです。 

 

蘇州 

♪♪君がみ胸に抱かれて聞くは夢の船 

鳴島の歌水の蘇州の花散る春を惜しむか 

寒山寺 

２５００年の歴史のある街。春秋時代の

呉国都で水陸両用の交通の便あり。 

庭園の美しさも有名で「東洋のベニス」と

も呼ばれている。 

●センターツーリスト旅行友の会会員以外の

方もご参加いただけます 

○申し込み・お問い合わせ 

㈱センターツーリスト 

☎０６－６３５４－９１３１ 
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い
い
つ
く
せ
な
い 

美
し
さ 

高
山
病
、
体
力
も
心
配

と
参
加
を
決
め
か
ね
て
い
る

私
に
、
瀬
藤
さ
ん
か
ら
「
大

丈
夫
で
す
よ
」
と
の
力
強
い

セ
ー
ル
ス
ア
タ
ッ
ク
を
受
け
、

出
発
す
る
こ
と
に
。 

九
寨
溝
は
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
、
清
流
の
豊
か
さ
と
滝

の
姿
は
壮
観
で
、
ブ
ル
ー
、 

グ
リ
ー
ン
の
濃
淡
の
湖
水
に

思
わ
ず
「
わ
っ
、
ス
ゴ
イ
」
と
声

の
で
る
美
し
さ
で
し
た
。 

 

黄
龍
山
頂
へ
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
で
、
空
気
が
薄
い
の
で
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っく
り
木
道

を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。 

可
憐
な
高
山
植
物
や
リ

ス
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
展
望
台
よ
り
五
彩
池

を
眺
め
酸
素
ボ
ン
ベ
で
休

息
。 ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
通
り
の
世

界
遺
産
が
目
の
前
に
あ
り
、

水
面
は
緑
青
、
大
小
の
池
か

ら
あ
ふ
れ
、
流
れ
出
る
水
は

不
思
議
で
神
秘
的
な
芸
術

作
品
。 

九
寨
溝
、
黄
龍
と
も
に
小

雨
模
様
で
し
た
が
無
事
下

山
。
感
動
、
満
足
の
旅
で
し

た
。 食

事
も
美
味
し
く
、
面

白
い
体
験
も
あ
れ
こ
れ
。
ご

一
緒
で
き
た
み
な
さ
ん
や
瀬

藤
さ
ん
に
感
謝
、
感
謝
。 

<

森
田
弘
子
さ
ん> 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
映
像
を
観
て
以

来
、
「
行
き
た
ぁ
〜
い
」
と
思
い

続
け
て
き
た
九
寨
溝
と
黄

龍
。
本
当
に
あ
ん
な
色
を
し

て
い
る
の
か
な
あ
と
疑
っ
て
い
た

が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
や
サ
フ
ァ
イ
ヤ

よ
り
も
美
し
い
湖
の
数
々
だ
っ

た
。
落
差
30

米
、
幅
３
２
０

米
の
壮
大
な
瀑
布
、
真
珠
が

飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
水
し
ぶ

き
を
あ
げ
る
瀑
布
。
か
と
思
え

ば
絹
糸
を
流
し
た
よ
う
な
滝

も
あ
っ
た
。
黄
龍
で
は
６
５
８

個
の
お
皿
の
よ
う
な
小
池
が
つ

く
っ
た
争
艶
彩
池
に
目
を
奪

わ
れ
た
。 

三
千
米
以
上
の
高
地
で
は

息
苦
し
く
な
る
こ
と
も
あ
った 

 

が
、
次
々
と
現
れ
る
湖
の
美

し
さ
が
足
の
疲
れ
も
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
た
。 

 

一
日

1

万
人
以
上
訪
れ
る

観
光
客
の
９
割
は
中
国
人
。

参
加
し
た
８
名
は
高
山
植
物

の
名
前
を
教
え
あ
い
な
が
ら

楽
し
く
歩
き
、
一
人
の
高
山

病
患
者
も
で
な
か
っ
た
。
も

う
一
度
、
紅
葉
の
九
寨
溝
に

「
行
き
た
ぁ
〜
い
！
」
。 

<

上
村
得
世
さ
ん> 

自
然
の
偉
大
さ
を
実
感 

 

皆
さ
ん
と
す
ぐ
仲
良
く
な

れ
楽
し
い
旅
行
が
で
き
ま
し

た
。
日
程
も
ゆ
っ
く
り
で
体

力
的
に
も
疲
れ
す
ぎ
る
こ
と

も
な
く
翌
日
に
は
回
復
。 

九
寨
溝
、
黄
龍
と
も
に
写

真
で
は
わ
か
ら
な
い
迫
力
が

あ
り
、
行
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
。
高
山
植
物
も
可
憐
で
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
自
然
の

偉
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

<

山
田
磯
子
さ
ん> 

  

 

 
九寨溝の絹糸のような滝の前で 

旅
の
余
韻 

 
 

初
め
て
の
参
加
で
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
こ
ま
や

か
な
心
づ
か
い
を
し
て

い
た
だ
き
楽
し
い
旅
行

で
し
た
。 

九
寨
溝
は
う
わ
さ

に
た
が
わ
ず
想
像
以

上
の
す
ば
ら
し
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。  

<

磯
辺
勝
利
さ
ん> 

  

参
加
人
員
も
少
な
く
、

家
族
的
な
感
じ
が
よ
か
っ

た
。
日
程
の
時
間
配
分
も
無

理
な
く
、
楽
に
行
動
で
き
よ

か
った
。 

 

中
国
の
大
発
展
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
った
。 

<

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん>

 

 
チベットの民族衣装を着て 

※
※
※
※
※
※
※
※
※ 
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セ
ン
タ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
が
10
年

前
か
ら
「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
（
山
崎
豊

子
著
）
の
主
人
公
恩
地
元
こ
と
小
倉

寛
太
郎
さ
ん
に
ち
な
む
サ
フ
ァ
リ
ツ

ア
ー
を
は
じ
め
て
、
今
年
５
月
で

16
回
目
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
ケ
ニ
ア
の
旅
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
を

含
め
、
延
べ
２
７
５
名
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

小
倉
寛
太
郎
さ
ん
の
思
い
を
受 

“旅”をしたい・・＜その２＞ 
※いきいき元気お手伝いマン 桜井市・辻野忠男さんのシリーズです 

前
回
「
歩
く
こ
と
」
は

「
人
間
づ
く
り
の
土
台
」

で
、
「
自
律
神
経
を
太
く

す
る
」
と
、
結
び
ま
し
た
。 

人
は
活
動
的
に
な
る
と

き
交
感
神
経
が
働
き
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
休
憩
し
て
い
る

と
き
副
交
感
神
経
が
働

く
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
。 仕

事
に
集
中
し
て
い
る

と
き
、
心
肺
機
能
は
高
ま

り
眠
気
も
吹
っ
飛
び
ま
す

が
、
唾
液
な
ど
消
化
液
の

分
泌
は
減
り
尿
意
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

休
息
を
取
る
暇
も
な

く
ス
ト
レ
ス
の
多
い
仕
事

を
続
け
れ
ば
、
胃
な
ど
に

負
担
が
出
る
だ
け
で
な

く
、
副
交
感
神
経
を
「
傷

つ
け
る
」
こ
と
に
な
り
ま

す
。
過
労
死
な
ど
に
繋
が 

る
も
の
で
す
。 

交
感
・
副
交
感
神
経
は
、

主
従
関
係
は
あ
る
も
の
の
同

時
に
働
く
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。 

で
す
か
ら
両
者
共
、
太

く
す
る
事
が
大
切
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
も
学
習
も
頑
張
る

時
間
が
増
え
れ
ば
、
休
息
の

質
も
大
き
く
し
な
け
れ
ば
、

成
長
や
成
果
が
期
待
で
き

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。 仲

間
と
楽
し
く
の
ん
び
り

一
日
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
後
、

心
地
よ
い
疲
れ
と
共
に
ぐ
っ

す
り
眠
れ
、
翌
日
立
派
な

ウ
ン
チ
が
出
る
時
が
あ
り
ま

す
。 正

に
交
感
・
副
交
感
の
両

自
律
神
経
を
鍛
え
た
事
が

実
感
で
き
た
ひ
と
時
で
す
。  

 
 
 

（
つ
づ
く
） 

 

け
継
い
で
こ
の
10
年
欠
か
さ
ず
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら

く
セ
ン
タ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
だ
け
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

「
30
年
間
、
企
業
の
不
条
理
に

翻
弄
さ
れ
て
も
絶
対
に
あ
き
ら
め

な
か
った
男
、
仕
事
と
は
、
家
族
と

は
、
人
生
と
は
・
・
苦
悩
す
る
現
代

社
会
に
投
げ
か
け
る
壮
大
な
人
間

叙
情
詩
で
す
」 

ク
ラ
ブ
発
足
記
念
撮
影
会
へ
ど
う
ぞ
！ 

●
日
時 

11
月
24
日(

水
）〜
25
日 

●
行
先 

神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
、
同
ホ
テ
ル 

●
会
費 

一
万
一
千
円(

ホ
テ
ル
代
他) 

※
６０
才
以
上
は
、
証
明
書
を
持
参 

●
集
合 

２
４
日
午
後
２
時
に
、
Ｊ
Ｒ
福

知
山
線
「三
田
」駅
改
札
口
前 

●
申
込
・問
合
＝
近
西
（０
９
０-

４
６

４
８-

９
５
７
９
）、
坂
倉
（０
９
０-

５

２
４
３-

９
７
２
４
）ま
た
は
、
セ
ン
タ

ー
ツ
ー
リ
ス
ト
（清
野
）ま
で 

 

  

旅
や
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
り
に
記
念
写

真
を
撮
ら
れ
て
「
う
ー
ん
、
も
っ
と
き
れ
い

や
っ
た
の
に
な
あ
ー
」
と
、
写
真
の
出
来
に

ウ
ン
ザ
リ
さ
れ
て
い
る
方
。
ま
た
、
好
き

な
写
真
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
た
り
、
写

真
の
腕
前
を
あ
げ
た
り
で
き
る
「
写
真
ク

ラ
ブ
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
な
あ
」
と
お
思

い
の
方
々
に
お
応
え
し
よ
う
と
、
こ
の
度

「
友
の
会
・写
真
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

楽
し
く
愉
快
な
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
。 
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海外旅行に行くと肉の食事が多いですね。

肉大好き人間にとってはまたとないチャンスです

が、いくら旅行中だけのこととはいえ肉料理の

食べすぎはよくないし、高齢者にはこたえます。 

日本人の腸は欧米人に比べて長いので肉

類を取りすぎると体に異常をきたしやすくなってし

まいます。それでなくとも旅行中は疲れから胃

腸が弱っているもの。胃腸に負担をかけやすい

肉類は出来るだけ避け、普段以上に野菜を取

るぐらいの配慮が必要のようです。 

胃腸が冷えると疲れやすくなり、病気になり

やすいので決して食べ過ぎ、飲みすぎてはいけ

ません。 

そこで海外旅行に必要なものがあります。梅

干、ご飯、日本茶の３点。少しでも胃に負担を

感じたらご飯と梅干であっさりと食事を済ませ日

本茶を飲もう。あくる日は爽快そのものですよ。 

 

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」
と
い
う
も
の
の
、
大
阪

で
は
日
中
は
真
夏
の
よ
う

な
暑
さ
。
秋
の
訪
れ
は
当

分
お
預
け
の
よ
う
で
す

が
、
秋
の
夜
長
に
虫
の
音

を
聞
き
な
が
ら
碁
を
打
っ

て
い
る
姿
、
い
い
で
す
ね
。 

吉
野
の
里
は
は
や
秋
色

で
し
た
。 

 

第
２
回
囲
碁
大
会
は

「
さ
こ
や
」
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
の
一
泊
旅
行
に
便
乗 

し
て
開
催
。 

 

こ
の
時
期
は
全
国
的
に
も
大

会
が
多
く
、
相
次
ぐ
キ
ャ
ン
セ

ル
の
中
６
名
が
参
加
、
囲
碁
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

年
齢
や
体
力
差
に
関
係
な

く
、
基
本
ル
ー
ル
さ
え
覚
え
れ

ば
誰
で
も
楽
し
め
る
「
囲
碁
」
。

知
力
だ
け
で
な
く
集
中
力
や

忍
耐
力
と
い
っ
た
精
神
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
わ

れ
ま
す
。
次
回
は
和
歌
山
で

開
催
予
定
。 

秋の吉野でつどう 
―「さこや」ファンクラブ 

熱戦につぐ熱戦○●○● 
＜第２回囲碁例会＞ 

旅
館
「さ
こ
や
」（
奈
良
県
吉
野

町
）
で
セ
ン
タ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
旅

行
友
の
会
の
懇
親
会
が
９
月
２６

日(

土)

〜
２７
日(

日)

、
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
期
、
諸
行
事
が
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
３１
名
が
参

加
。
お
い
し
い
食
事
と
余
興
で
秋

の
夜
長
を
楽
し
み
ま
し
た
。
囲
碁

部
会
の
第
２
回
例
会
も
同
時
に

も
た
れ
ま
し
た
。 

夜
の
宴
会
で
は
一
法
真
證
さ

ん
の
サ
キ
ソ
ホ
ン
（写
真
）演
奏 

に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
あ
り
歌
声
あ

り
で
遅
く
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 二

日
目
は
希
望
者
に
よ
る
ナ

シ
狩
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も

開
か
れ
１５
名
が
参
加
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
初
秋
の
一
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

  

 

―第 14 回「山と温泉」の旅― 

 いま、曽爾高原は秋の訪れとともにススキが一面

をおおいつくし、銀色の穂が海の波を思わせる、な

んともロマンチックな景観を呈しています。 

 リフレッシュするにはもってこいの秋のこの日をゆっく

り過ごすのもいかがでしょうか。 

○とき ０９年１１月５日（木） 

○集合場所・時間 

  梅田・旧中央郵便局前 AM７：１０（集合） 

  天王寺公園前（花時計前）７：５０（〃） 

  JR 京都駅八条口前 ７：００（集合・出発） 

○費用 ７５００円 

○持ち物 

  飲み物、敷物、 

防寒具、菓子類、 

タオル等など 

○申し込みはセンター 

ツーリストまで・・・ 

☎０６－６３５４－９１３１ 

ＦＡＸ０６－６３５４－９１３４ 

 

 

 

―第 14


